
オシセン 候補者向け取材 コンテンツ取扱 掲載規約
2026 年茨城県議会議員一般選挙版　2026 年 10 月 10 日

本規約は、候補者本人の発言の正確な取扱い、候補者間の公平な参加機会及び運営の編集上の独

立性を確保するため、取材及び掲載の条件を定めるものです。取材参加の可否は任意であり、不

参加を政策又は人物に対する否定的な評価として表示しません。

第 1 条 目的及び対象

1 オシセン（以下「本サービス」といいます。）は、有権者が政策、経験及び判断の背景に関す

る一次情報を比較し、自ら判断するための情報サービスです。特定の者の当選又は落選を目的

とする取材、掲載、推薦又は投票依頼を行いません。

2 本規約の対象は、2026 年茨城県議会議員一般選挙のつくば市選挙区です。土浦市選挙区を対

象に含める場合は、当該選挙区の全候補者に同一条件を提示し、同意書に対象選挙区を記載し

ます。

3 本規約は本サービスの運営主体（以下「運営」といいます。）と参加者の間に適用します。他

の選挙又は後継サービスへの利用は本規約の許諾に含みません。

第 2 条 定義

1 「参加者」とは、本人確認及び第 5 条の同意を完了した候補者又は立候補予定者をいいます。

「候補者」は公式の立候補届出情報で確認した者、「立候補予定者」は届出前に本人がその予定

を表明した者です。

2「提供資料」は、政策回答、プロフィール、写真及び参考資料をいいます。「原記録」は、収録

音声、合意により収録した映像、回答原票及び未編集の文字起こしをいいます。「掲載コンテ

ンツ」は、公開する回答、プロフィール、写真、編集済み音声・映像、文字起こし、要約及び

切り抜きをいいます。

3「訂正」は原回答・原記録との不一致、誤記、根拠のある事実誤認又は権利侵害を是正する行

為をいい、政策的立場又は表現戦略の変更による差し替えと区別します。

4「公開」は一般の利用者がアクセスできる状態とすることをいい、限定された本人確認用の共

有は含みません。「確認版」は公開前確認のために版番号を付して共有する掲載予定物です。

第 3 条 参加の任意性及び取材機会

1 運営は、把握した対象選挙区の全立候補予定者に、現職・新人、所属、知名度、政策及び取材

への賛否にかかわらず、同じ質問、回答上限、標準収録時間、許諾範囲及び確認手続を提示し

ます。質問票等の版番号を依頼時に明記します。

2 公開連絡先への依頼及び少なくとも 1 回の再連絡を行います。連絡経路を複数確保できる場合

は別経路でも連絡します。候補者間の連絡のしやすさに応じた追加の連絡は認めますが、編集

条件又は露出を優遇しません。

3 障害、疾病、移動の困難等がある場合は、オンライン収録、書面回答、休憩、字幕等の合理的

な代替方法を用います。条件の調整及び理由は非公開の記録に残し、必要な場合は健康情報を

明かさない方法で形式の違いを説明します。

4 アンケートのみ又は取材のみの参加も認め、参加済みの項目を掲載します。不参加、未回答及

び確認中の項目を推測で補いません。
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第 4 条 掲載責任及び独立した審査

1 成人の掲載責任者は、公開及び重大な訂正・削除を承認します。原記録を確認する編集担当者

と、確認版を検証する別の担当者の二者で作業を確認します。

2 担当者に参加者との選挙活動、雇用、親族、資金その他の具体的な利害関係がある場合、その

担当者は当該判断から外れ、代替担当者を指定します。関係を理由として参加者の機会を制限

しません。

3 異議審査責任者は争われた初回判断に関与していない成人とし、掲載責任者と兼ねません。

確保できない場合は外部の独立した成人を指定するまで不利益を伴う最終判断を保留します。

法的問題は弁護士等に照会します。

第 5 条 同意の成立及び本人確認

1 収録又は非公開資料の取得前に、本規約、対象質問票、媒体・期間を記載した同意書を送付

し、参加者本人による署名、本人性を確認できる電子署名又は本人の登録メールからの明示的

な同意を取得します。沈黙及び返信がないことのみを同意としません。

2 運営は公式連絡先への折返し、本人との通話又は対面等により本人性を確認します。本人確認

書類の写しは原則取得せず、方法、確認者及び日時を記録します。

3 スタッフ又は代理人による資料提出は、本人の承認又は具体的な委任範囲を確認した場合に限

ります。一般公開及び追加の許諾について本人の意思を確認できない資料は公開しません。

4 規約本文、同意書、質問票、許諾一覧の確定版を双方で保存します。口頭同意のみで公開しま

せん。

第 6 条 提供資料及び回答の帰属

1 参加者は政策の選択回答及び理由・条件を自ら確認して提出します。運営は公式情報を出典と

する事実の補助確認を行えますが、未回答の政策的立場を政党、過去の言動又は第三者の評価

から作成しません。

2 参考資料の提出は全文掲載の承認を意味しません。運営は出典、対象箇所、権利及び必要性

を確認して、リンク、適法な引用又は個別に承認された転載を選択します。

3 他者に対する非公開の個人情報、権利を侵害する素材及び本人が利用許諾できない資料を提出

しないようお願いします。疑義がある場合、資料の差し替え又は当該部分の不使用により解決

し、包括的な無制限補償を参加者に求めません。

第 7 条 質問及び表示条件

1 政策質問の選択肢及び説明は全参加者で統一します。理由・条件は 1 問 400 字以内、プロ

フィールの経歴・紹介は 800 字以内、共通インタビュー 6 問の文字による代替回答は 1 問 600

字以内を標準とします。上限に含めるのは回答本文であり、出典 URL 及び運営のラベルは含

めません。

2 上限超過の場合は本人に短縮を依頼します。応答がない場合、恣意的に末尾を切り落とさず、

共通の 400 字以内の要約枠と原文リンクを併記し、要約は第 14 条の確認対象とします。原文

の導線は全員同じ位置及び折りたたみ条件とし、超過回答だけを一覧で強調しません。権

利・安全上公開できない原文はその部分を除き、理由を通知します。

3 回答は質問番号順に掲載します。候補者一覧及び比較欄の標準順は、氏名の読みの五十音順と

し、同じ読みの場合は公式届出番号順とします。利用者の明示的な並べ替えはその基準を表示

します。閲覧数、人気又は運営の評価による標準順位を設けません。
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4 質問票は収集開始前に固定します。誤りのため変更するときは全参加者へ同じ改訂版及び再回

答機会を提示し、質問の実質変更を特定の者の回答だけに適用しません。

第 8 条 写真の条件

1 写真は本人単独で、顔が判別できるもの 1 点を基本とし、服装及び背景の個性は制限しませ

ん。第三者、児童、権利を確認できない作品、投票依頼の文字又は強調された他候補者への

攻撃が写る場合は、権利確認、適切な加工又は差し替えを求めます。

2 参加者は撮影者又は権利者の利用許諾、必要なクレジット及び加工条件を申告します。本人が

写っていることのみをもって著作権を有するとは扱いません。

3 表示枠は全候補者で同じ比率・寸法とし、顔の大きさ及び可視範囲を著しく偏らせません。

トリミング、縮小、圧縮及び視認性に必要な軽微な明るさ調整を認めます。表情、体形、背景

の意味を変える加工及び生成 AI による改変は行いません。

4 最終のトリミング及びサムネイルは確認版に含めます。写真が未提供の場合は、全員共通の中

立的な代替画像を使用し、不参加を示す否定的な画像を用いません。

第 9 条 収録の条件

1 共通 6 問を原則として収録の 7 日前までに送付します。遅れて参加する者にも同じ質問及び

準備の機会を提示し、本人の希望により 7 日未満で収録する場合はその同意を記録します。

2 標準の本収録は 60 分以内とし、機材確認、休憩及び合理的配慮の時間は含めません。公開す

る本編は原則 55 分以内とし、共通質問に回答できる時間を均衡させます。上限を超える公開

は機材・配慮上の必要又は誤解回避のため最小限とし、理由を記録し、同種の場合に同じ基準

を適用します。

3 追質問は、用語・条件の明確化、時系列・根拠の確認又は共通質問への接続に限り、原則 1 問

につき 2 回、各 1 分以内とします。特定候補者のみへの長い宣伝機会、誘導的な賛同又は人格

の採点は行いません。安全又は誤解防止のための超過は質問、理由及び時間を記録します。

4 本人の発言と、質問者による事実説明又は運営注を区別します。原記録には質問及び追質問も

残します。

第 10 条 収録の中断及び再収録

1 収録開始時に録音、映像の有無、公開範囲及び確認手続を再確認します。参加者は理由を示さ

ずに休憩又は収録終了を申し出ることができます。

2 オフレコは対象となる発言の前に運営と合意して開始・終了を明示します。合意したオフレコ

部分は録音・録画を停止し、公開、要約又は研究に使用しません。誤って記録した場合は直

ちに隔離し、必要な事故記録のみを残して当該部分を削除します。収録済みの発言に対する後

日のオフレコ指定は、第 15 条又は第 19 条による審査の対象とし、当然に削除されるものでは

ありません。

3 録音不良、運営の質問ミス、疾病又は合理的配慮の不足により正確な収録ができない場合、

同じ条件で該当箇所を再収録できます。運営に起因する不備は回数制限なく是正します。話し

方の好み、反響予測又は対外的な印象の改善のみを理由とする本収録後の再収録は認めませ

ん。

4 本人がその場で言い直し又は誤りの訂正をした場合、最終の訂正後の発言を用い、必要な文脈

を保持します。原記録と編集の関係を残します。
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第 11 条 編集の範囲

1 運営は、無音、重複、機材音、明らかな言い淀みの整理、音量の均一化、字幕・文字起こし、

共通の構成への整理及び第 8 条の写真処理を行えます。時間の短縮では同じ編集基準を用い、

選択理由を記録します。

2 否定、留保、条件、主語、時制及び因果関係を変更しません。離れた発言の接合により本人

が述べていない一文を作らず、順序変更が意味を変える場合は行いません。

3 要約は原発言に戻れるリンク又はタイムコードを付し、本人回答とは表示を分けます。運営に

よる推測、心理分析及び人柄の優劣評価を回答に混ぜません。

4 生成 AI は文字起こし又は下案作成の補助に限り、人が原記録と照合します。声の合成、架空

発言、人格推定又は政策回答の自動補完は行いません。外部処理サービスへの入力は第 24 条

の管理条件に従います。

第 12 条 切り抜き及び紹介

1 切り抜きは 1 点 90 秒以内、1 候補者 3 点以内を上限とし、共通の話題分類から本人の条件・

留保が保たれる箇所を選びます。上限は制作目標又は露出回数の保証ではありません。運営は

候補者別の紹介回数・尺を台帳で確認し、本人の不参加等による差を区別します。

2 見出し及びサムネイルに「おすすめ」「最有力」等の推薦、優劣を示す順位、誇張された賛辞

又は原発言と異なる煽りを用いません。原コンテンツへのリンク、収録日及び抜粋であること

を表示します。候補者別の抜粋への許諾の有無にかかわらず、全候補者の中立的な一覧への導

線を共通枠で案内します。個別の紹介は許諾の範囲内で同じ最大本数及び選定機会を設け、未

制作の理由を記録します。

3 確認版に含まれない新たな切り抜き、見出し又は意味を変え得る再編集は、公開前に第 14 条

と同等の確認機会を設けます。軽微な技術的再出力のみの場合は通知で足ります。

第 13 条 権利及び利用許諾

1 参加者及び第三者が有する著作権その他の権利は移転しません。参加者は、自ら許諾できる

範囲で、同意書に選択・記載されたコンテンツについて、非独占かつ無償の利用を運営に認め

ます。本人の氏名、肖像及び声の利用は、当該媒体・目的・期間に限定します。

2 基本許諾は、公式サイト https://www.oshisen.com/ 上の掲載、必要な複製・公衆送信、文

字起こし・要約及び本規約の範囲内の編集、並びに第 23 条のアーカイブです。外部配信プ

ラットフォーム及び公式 SNS の抜粋利用は同意書で個別に選択します。

3 配信・制作・保管の委託先への利用は、本許諾の実施に必要な範囲に限り、目的外利用を禁じ

る契約又は条件を設けます。プラットフォームの利用規約による取扱いを媒体一覧で説明しま

す。第三者への商用再販売、広告素材への転用、包括的な再許諾及び生成 AI の学習利用は含

みません。

4 著作者人格権を包括的に放棄又は行使しない旨の合意は求めません。氏名表示及び同一性の

保護を尊重し、第 11 条の編集について具体的な同意を得ます。撮影者等に別の条件がある場

合は当該条件を優先して調整します。

5 外部メディアへのファイル提供又は全文転載の許諾、選挙以外の目的への転用及び非公開原記

録の研究提供は、別途明示的な合意を必要とします。第三者の適法な引用及び法令上認められ

る利用を制限するものではありません。
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第 14 条 公開前の確認

1 通常の確認版は 2026 年 11 月 30 日 12 時までに登録連絡先へ送り、修正申出の期限を 12 月 2

日 18 時とします。すべて日本時間です。プロフィール、政策回答・理由、要約、写真・サム

ネイル、編集済み本編、字幕又は文字起こし、予定する切り抜き及び媒体一覧を確認対象とし

ます。

2 運営はアクセスできる確認版を提供し、版番号、受信確認方法及び申出先を通知します。候補

者自身の内容のみを共有し、他候補者の未公開回答は共有しません。

3 確認可能となった時点から少なくとも 48 時間を確保します。送信遅延、閲覧障害、重大な再

編集又は運営に起因する不備がある場合は、当該版について 48 時間以上の再確認期限を設定

し、その部分の公開を遅らせます。

4 申出がない場合は第 5 条の取得済み同意に基づき準備を進めます。沈黙を新たな同意、事実の

真実性の保証又は権利放棄とは扱いません。到達・閲覧可能性を確認できない場合は再連絡

し、確認機会を確保できない部分を公開しません。

第 15 条 修正申出の基準

1 参加者は対象箇所、希望する処理、理由及び可能な根拠を提出します。形式が不足しても安

全・権利侵害の申出は直ちに受け付け、記入不備のみを理由として放置しません。

2 次の申出は訂正として扱います。①文字・氏名等の誤記、②原回答・原記録との不一致、③条

件又は留保が失われた編集、④資料によって確認できる日付・経歴・統計等の事実誤認、⑤第

三者の権利・プライバシー又は法令への具体的な懸念。

3 選択回答の変更、新たな政策の追加、既存の主張の弱化・強化、印象改善のための削除又は言

い換えは主張変更として区別します。公開前確認期限内であれば本人の明示的な確定回答とし

て 1 回の更新を認め、当初版及び理由を内部記録に残します。映像・音声の再収録は第 10 条

の条件に限ります。

4 期限後の主張変更は第 19 条第 3 項による追記で扱います。事実誤認を含む原発言は無断で書

き換えず、本人の訂正文又は運営注を付し、必要な場合は該当部分を非公開にします。

第 16 条 判断方法及び編集権限

1 編集担当者は、原記録、回答原票、公開された根拠資料及び本規約の該当基準を対照し、訂

正・主張変更・権利安全・技術対応のいずれかに分類します。別の確認担当者が結論及び対象

範囲を確認し、掲載責任者が承認します。

2 申出を認めない場合、運営は該当条項、参照した記録、理由及び異議申立て方法を本人に通知

します。運営の政治的評価又は他候補者への影響の大小を理由として結論を変えません。

3 運営は掲載の構成、題名、媒体及び時期について最終編集判断を行いますが、本規約、本人の

許諾及び法令上の権利に従います。本人の正確な原回答を運営の政治的立場に合わせて変更す

る権限はありません。

4 争いのある要約は、原発言に忠実な表示に戻すか、当該要約を保留して原発言及び確認中の表

示を用います。権利安全上の懸念は第 20 条に従います。取材全体を交渉材料として扱いませ

ん。
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第 17 条 公開及び遅延参加

1 初回公開は、2026 年 12 月 4 日の立候補届出確認後、対象選挙区ごとに公表した共通時刻に

行います。共通時刻は遅くとも 11 月 20 日までに通知します。届出が確認できない者を当該選

挙の候補者として表示しません。

2 一部の回答又は取材が未完了でも、確認済み・許諾済みの部分を公開し、未完了の理由を中立

的に表示します。情報の不足をゼロ点又は否定的評価に置き換えません。

3 告示日に初めて把握した候補者には把握後 24 時間以内を目標に依頼し、同じ質問、上限及び

許諾条件を提示します。回答期限は依頼後 72 時間を基本とし、確認は確認版到達後少なくと

も 48 時間とします。本人の希望があっても 48 時間未満に短縮しません。収録に必要な準備

を確保できない場合はアンケート又は書面を先行させ、収録日、編集完了及び確認の日程を提

示します。

4 完成した後追い掲載は、毎日 18 時の更新枠で行い、日時及び収集日の違いを表示します。初

回公開に間に合わないことのみを理由として排除しません。選挙期間中の最終更新は 12 月 12

日 18 時とし、その公開に用いる確認版は 12 月 10 日 18 時までに到達させます。間に合わな

い項目は未掲載の状態を示し、同じ確認・許諾条件で選挙後アーカイブとして扱います。投票

日には第 18 条第 4 項の制限を優先します。

5 立候補辞退又は届出の不成立が確認された場合は比較対象から外し、公開済みの履歴は選挙時

点資料との区別及び本人との協議により扱います。

第 18 条 比較機能及び法令上の確認

1 標準の比較は同じ質問への本人回答を一問ずつ示す方法とし、人柄の採点、運営による推薦、

当落予測又は人気順位を設けません。

2 政策一致度の数値又は総合的な指標は、計算方法、対象設問、重み、未回答・判断保留の処

理、表示順及び限界を公開し、全候補者に共通する別紙仕様を提示し、当該選挙区の掲載参加

者全員から別途明示的な同意を得た場合に限り提供します。不同意者がいる場合及び追加参加

者の同意が未取得の場合は、当該選挙区の総合指標を提供せず、一問比較を維持します。総合

指標の有無にかかわらず、公式の全候補者一覧及び回答状態を同じ形式で示します。本規約へ

の同意のみでは総合一致度の導入を承認したことになりません。

3 比較仕様は公開前に固定し、候補者名の置換によって結果が変わらないこと、未回答が賛成・

反対・中立に自動変換されないことを確認します。誤りの訂正は全対象に適用し、版及び影響

を公表します。

4 運営は告示前・選挙期間中・投票日・選挙後を区別して法務確認を行います。投票日には新規

の候補者宣伝、任意の回答更新及び紹介投稿を停止し、権利侵害・誤表示の必要最小限の是正

に限定します。既存情報の継続公開についても事前確認を要します。

5 18 歳未満の者を選挙運動に従事させません。取材・編集・配信の具体的な内容を確認し、成

人責任者の存在のみをもって適法と扱いません。法務上の疑義を解消できない活動は延期又

は停止します。

第 19 条 公開後の訂正及び政策変更

1 誤記、原記録との不一致、趣旨の変化、根拠のある事実誤認及び権利・法令上の問題は公開後

も申し出ることができます。確認期限の経過を理由として訂正を拒みません。
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2 公表済みの回答の任意の差し替えは行いません。事実の訂正は原回答との関係を示して行い、

理由、日時、対象範囲及び比較計算への影響を訂正履歴に記載します。読み違いを生じない句

読点、字形等の修正は内部履歴のみとし、意味又は本人の識別に影響する訂正は公表します。

3 本人が政策的立場を変更した場合は、従前の回答を消去せず、「回答後の見解」として本人確

認済みの 400 字以内の追記及び公式出典を付します。上限を超える追記は第 7 条第 2 項の共

通枠及び短縮手続で扱います。1 候補者 1 設問につき 1 回を基本とし、運営に起因する誤記の

是正は回数に数えません。2 回目以降の主張変更は原則として任意の本文追記を行わず、最新

の本人公式情報への共通の参照欄で案内します。ただし第 4 項の是正は妨げません。比較計

算は収集時点の確定回答に固定し、その旨を追記の近くに表示します。計算訂正と政策変更を

混同しません。

4 虚偽情報又は重大な誤解をそのまま残すおそれがある場合は、回数制限にかかわらず運営注又

は権利安全上必要な処理を行います。編集担当者の検証と掲載責任者の承認を要します。

第 20 条 削除及び緊急対応

1 公開前に参加者が全体の参加撤回を明示した場合は、当該参加者の未公開コンテンツを公開せ

ず、参加状況を中立的に表示します。撤回による違約金又は制作費の請求は行いません。

2 公開後の全体削除又は許諾撤回は、本人の安全・権利、原発言の正確性、選挙情報の継続性、

他候補者との公平及び合意した許諾を考慮して審査します。本人の法令上の権利を排除するも

のではありません。法令に基づく請求又は無同意・許諾範囲外の利用が確認された場合は必

要な停止・削除を行います。具体的な権利侵害又は危険は最小限の部分処理を優先し、これで

保護できない場合に全体削除を行います。重大な懸念が解決していない間は暫定停止を維持し

ます。印象改善のみの場合は理由を示して不採用とします。

3 具体的な名誉・プライバシー・著作権侵害、生命身体への危険、無同意公開又は重大な誤表示

の合理的な疑いがある場合、確認を待たず必要最小限の部分を一時非公開とします。範囲を特

定できない場合は関連するページ・配信を停止します。原記録及び処理前の版は限定保管しま

す。

4 重大な比較計算の不具合は、誤った結果の表示を停止し、正確性を確認できるプロフィール等

は継続できます。修復後は全候補者への影響を検証し、障害期間、影響及び対応を表示しま

す。

5 第三者の権利侵害の申出にも同じ窓口と基準を適用します。侵害部分を訂正履歴で再掲せず、

候補者の主張と第三者の個人情報を相手方へ無条件に開示しません。

第 21 条 対応期限及び異議申立て

1 選挙期間中及び公開前確認期間は、毎日 9 時から 21 時まで窓口を確認します。通常案件は 24

時間以内に受領通知、48 時間以内に一次判断を行います。期間外は 2 営業日以内に受領通知、

5 営業日以内に一次判断を行います。営業日は土日祝日を除きます。

2 緊急案件は監視時間中の認知後 2 時間以内を目標として暫定判断を行います。時間外は次の監

視開始後 2 時間以内を目標とします。24 時間監視を約束しません。最終判断を延長する場合、

期限内に理由、暫定措置及び次回連絡時刻を通知し、以後選挙期間中は少なくとも 24 時間ご

とに連絡します。

3 参加者は一次判断の通知後 7 日以内に異議を申し立てられます。新たな権利侵害又は安全上の

事情は期間後も受け付けます。異議審査責任者は原記録及び双方の理由を再検証し、選挙期間

中は 48 時間以内、期間外は 5 営業日以内に結論又は延長通知を行います。
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4 申出先は第 28 条の窓口です。件名に「訂正」「緊急」又は「異議申立て」と記載いただくこ

とを推奨しますが、件名の欠落により受付を拒みません。法令に基づく申立て、裁判その他

の救済を妨げません。

第 22 条 履歴及び説明

1 運営は、申出番号、受付日時、本人・代理権確認、対象 URL・版・タイムコード、理由、証

拠、分類、利害関係確認、担当者、決定、承認日時、実施日時、通知及び異議結果を記録しま

す。

2 公開履歴は、訂正日時、対象項目、誤りの類型及び処理の概要とし、公開前の内部協議、非公

開の連絡先及び権利侵害部分の再掲は含めません。主張変更は訂正と分けます。

3 回答状況は「未依頼」「依頼中」「未回答」「一部回答」「確認中」「公開済み」「本人から不参加

の連絡」のうち事実に合う表示とします。連絡不能を回答拒否と表示しません。

第 23 条 公開期間及び保管

1 公開期間は初回公開から 2027 年 12 月 31 日までとします。2026 年 12 月 14 日以降は選挙時

点の資料であることを明示したアーカイブとし、現時点の政策・肩書を示す表示と区別しま

す。この期間を超える一般公開は本人の明示的な追加同意を得ます。

2 原記録、編集対照及び確認版は 2027 年 12 月 31 日まで保管し、その後 90 日以内に削除しま

す。同意書、許諾証跡、訂正・異議判断の必要最小限の記録は 2031 年 12 月 31 日まで保管

し、その後 90 日以内に削除します。公開期間中の撤回・削除も第 20 条により審査します。

3 具体的な紛争、法令上の義務又は権利保全のため削除を保留する場合は、対象、理由、管理者

及び次の見直し日を記録し、6 か月ごとに必要性を確認します。目的消滅後 90 日以内に削除

します。

4 運営が管理する配信先・バックアップにも削除を反映します。第三者による引用、取得済みの

複製、キャッシュ等の完全な消去は保証できません。本人へ処理範囲を説明します。

第 24 条 個人情報の取扱い

1 公開用の氏名、政策、経歴、肖像及び声と、非公開の連絡先、本人確認、日程、委任及び同意

の記録を分けます。非公開情報の利用目的は連絡、本人確認、制作、許諾管理及び紛争対応で

す。政治的見解を含む情報の取得・公開は明示した同意の範囲で扱います。

2 自宅の詳細住所、個人の生年月日、家族・健康等の情報は、掲載に不可欠で本人が具体的に承

認した場合以外は公開しません。第三者情報は別途確認します。

3 アクセス権を職務上必要な者に限り、多要素認証、暗号化された転送・共有、保存期限及びア

クセス記録を設けます。公開前のファイルを一般公開リンクに置きません。

4 外部文字起こし、クラウド及び配信を用いる場合、委託先、提供項目、保管、学習利用の有

無、国外移転の該当性及び必要な法令上の措置を確認し、同意書別紙で説明します。未公開原

記録又は非公開情報を学習利用する外部サービスには入力せず、学習に使用しないことを確認

できる処理だけを用います。

5 開示、訂正、利用停止等の申出は第 28 条で受け付け、適用法令に従って対応します。漏えい

等の場合は拡大を防止し、法令上必要な本人通知及び報告を行います。
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第 25 条 研究利用

1 取材・一般公開への同意と、非公開データの研究利用又は研究参加への同意を分けます。研究

への不同意を取材機会又は表示条件に反映しません。

2 現行の研究計画、研究責任者、提供先、目的、対象、保管期間、撤回方法及び倫理審査の要否

を確定するまで、非公開原記録、連絡先及び候補者別の特別な分析データを研究へ提供しませ

ん。研究同意は別の説明・同意文書で取得します。

3 一般公開情報を研究で利用する場合も、引用・著作権、個人情報及び研究倫理上必要な確認を

行います。本規約はあらゆる研究に対する包括的な承認を意味しません。

4 利用者のアンケート、行動ログ、実験への参加同意は候補者の同意書で代替できません。候補

者回答・表示・計算を変える実験は、本規約の通常掲載とは別に説明し、候補者及び利用者に

必要な手続を完了します。

第 26 条 費用及び候補者による利用

1 取材・掲載の参加費及び出演料はありません。候補者又は関係者から、掲載の対価、寄附、

贈答、交通・機材費の肩代わり、無償の宣伝制作等の利益を受けません。本人側の通常の面

談場所の提供は必要最小限とし、条件と経費を記録し、選挙法務上の確認を行います。

2 参加者が本サービスの公開 URL を紹介することは妨げません。紹介時は運営による推薦又は

選管の公認を示唆せず、引用する本人回答の条件・文脈及び出典を保ってください。選挙活動

としての紹介の適法性は、本人側で具体的な方法・時期を確認する必要があります。

3 音声・動画・写真ファイルの再配布、改変、広告転用及び他者の回答の転載は、運営又は第三

者が有する権利について個別の許諾を必要とします。本人が元から有する権利及び法令上認め

られる引用は妨げません。

4 運営は候補者用の投票依頼文、広告又は有利な切り抜きを個別に制作しません。媒体別の転

載許諾を行う場合は共通条件を先に定め、未成年者の関与を含め法務確認します。

第 27 条 変更及び責任

1 法令対応、誤記修正又は運用変更が必要な場合、変更箇所、理由及び適用日を本人へ通知しま

す。許諾媒体・期間・目的の拡大、権利制限又は重大な負担の追加、確認期間・訂正権・異議

手続・公平な掲載条件の実質的な不利益変更は、新たな明示的同意を要し、沈黙で承認したと

扱いません。

2 緊急の安全措置は先行できますが、許諾範囲を拡大せず、理由及び異議手続を事後速やかに通

知します。新旧版及び個別に適用する版を記録します。

3 運営は正確性及び公平性の確保に努めますが、到達数、配信継続、選挙結果又は第三者の反応

を保証しません。自らの違法行為又は債務不履行に関する法令上の責任を一律に免除する条

項は設けません。参加者にも無制限の損害補償を求めません。

4 本規約は日本法に従って解釈し、紛争はまず事実確認及び協議によって解決を図ります。裁判

管轄は法令に従い、参加者に不合理な専属管轄を課しません。
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第 28 条 問い合わせ先及び適用文書

1 問い合わせ・訂正・異議申立ての窓口は、オシセン運営事務局、メール 

oshisen0914@gmail.com です。成人の掲載責任者及び異議審査責任者の氏名・連絡方法は

同意書及び運営情報に記載します。

2 基本条件は本規約によります。同意書は対象者、媒体、期間及び任意の許諾を特定します。別

紙仕様は本規約と矛盾しない範囲で適用し、矛盾が判明した場合は該当利用を止めて明示的に

再合意します。運営の内部マニュアルを理由として本人の合意済み権利を縮小しません。
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